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みちログは株式会社アイシンの登録商標です
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関係社外秘 PROTRECTED

自治体道路維持管理部局様の業務に、
このようなお困りごとはございませんでしょうか？

パトロールしなくても、
みちログ搭載車が未然に異常発見 各種帳票をデジタル化し、管理ラクラク

損傷が大きい道路が一目でわかり、
計画作成に役立つ

道路維持管理業務DX
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関係社外秘 PROTRECTED

令和元年10月：愛知県岡崎市と
トヨタグループの（株）アイシンが実証実験をスタート

Why？みちログ

・100年に一度の大変革期
・モノづくりからコトづくりへソリューションシフト
・社会課題である公共インフラの老朽化に
貢献したい

岡崎市の道路維持管理、困りごと

・広大な管轄道路の管理

・インフラの老朽化

・作業者の高齢化

・熟練者の不足

・紙媒体の書類管理

コネクティッド技術
・ナビ
・地図
・車載機ECU

センサ情報分析技術
・車両センサ
・データ収集プラットフォーム
・AI技術(ビッグデータ分析)

アイシングループの技術

DX化を推進し、

上記課題を解決したい
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車両に搭載した専用カメラと車載器により収集したデータをAIが自動で分析し
ポットホールなどの道路の異常を専用のWebアプリを通じて管理者へ案内します

みちログはAIを活用した道路維持管理支援サービスです

システムイメージ

ポットホール

区画線

導入実績

全国１１の自治体・民間企業でサービス展開

代表自治体
岡崎市、刈谷市、豊川市
浜松市、岡山市、金沢市

代表民間企業
㈱フジヤマ

①専用車載器
設置車両

②クラウド

③管理者

④現場担当者

車両情報
位置情報
カメラ画像

道路状況確認
作業・進捗確認
報告書作成

スマホ

AIが路面異常を検知

ポットホール
区画線
ひび割れ率
IRI

やりたいことが一目でわかる
ユーザーフレンドリーなブラウザアプリ

AIが路面異常
を検知

みちログとは
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みちログは、AIを活用した道路維持管理支援サービスです

1．しっかりみつける
・ポットホール（舗装道路のくぼみやへこみ）
・ひび割れ率
・IRI（International Roughness Index:国際ラフネス指数）≒平坦性
・区画線

２．しっかり記録する
・市民通報のシステム登録
・維持管理業務帳票の自動作成

３．しっかり管理する
・道路パトロール情報 リアルタイム共有
・議会報告資料などの一発データ出力

２P

みちログでできること
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関係社外秘 PROTRECTED

①常設取付。日々の取付け、取外しが不要！
②データを保持しない。情報漏洩リスクがない！

③車載専用設計！（スマホタイプ製品と異なり熱に強い！）

効率的に道路異常箇所を発見します。

＜道路パトロール車両以外の例＞
・公用車（自治体管理車両）
・ごみ収集車
・タクシー
・オンデマンドバス

みちログの特徴 ( 安心の専用車載カメラ＆車載器)

外部にも依頼が可能
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５P

みちログの特徴 (地域のさまざまな管理者達との連携可能 )

道路表面や道路周辺の異常や劣化を自動
検知してお知らせします。 検知対象は順
次拡大しており、道路管理以外のニーズへ
も対応していきます。

あらかじめ観測地点を登録しておくこと
で、 任意の対象物を定点観測できます。

みちログにより紙管理から電子管理へ
移行することで、記録のリアルタイム性と
事業者間の情報共有の即時性が向上します。

道路穴 ひび割れ

白線かすれ 草木はみだし
（2026年度実装予定）

2026年以降では以下項目への対応を検討中
路面穴深さ推定 / 標識異常検知 / 落下物検知 / 高速道路 /
歩道 / 橋・トンネル・水道管劣化検知 / 凍結予想 / 雪道 など

標識やミラー ガードレール

不法投棄 ごみステーション

▼特定地点撮影機能を活用している対象例

空き家・独居 老朽化した地下埋設管
や液状化注意箇所

▼自動検知可能な路面異常の例
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６P

みちログ導入で得られる効果・成果 （アイシンの試算）

◆紙資源の削減

◆新規パトロール車両導入費用の低減◆パトロール工数の低減 ◆ポットホールの発見数

◆路面性状調査(簡易)費用の低減

【前提条件】パトロール 年間250日 ・ パトロール人員 2名/班
パトロール班数 5→4班 ・ パトロール対応時間 6時間/日

【前提条件】車両一台：軽バン導入 150万円
パトロール人員：2名 月50万円 12か月

【前提条件】1日の検知数 10件/台 ・ 月あたり稼働日 20日
稼働車両：4台

【前提条件】パトロール 年間250日 ・ パトロール班 5班
班ごとに1枚報告 ・ 作業報告 各班10件
1件の報告書枚数 3枚

【前提条件】MCI計測費用 10万/km ・ 計測距離 500km
みちログの年間費用 500万

3,000
時間/年間

1,350
万円/年間

9,600
件/年間

38,750
枚/年間

4,500
万円/年間
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関係社外秘 PROTRECTED 9

掲載・受賞履歴

■ 国土交通省 「点検支援技術性能カタログ」 掲載

■ デジタル庁 「技術カタログ」 掲載

■ 日本道路協会・維持修繕委員会 「道路管理の新技術・好事例集」 掲載

■ 「２０２５年度グッドデザイン賞」 受賞

■一般社団法人日本自動車会議所および日刊自動車新聞社
第5回クルマ・文化・社会・パートナーシップ大賞」において、「モビリティ・ソリューション賞」 受賞

国内

海外

■ イギリス運輸省 「RCM TECHNOLOGY PAS 2161*」 認定

*道路状態監視技術に関するイギリスの標準規格



関係社外秘 PROTRECTED

・ポットホール検知：20時までの収集データは翌日の8時までに結果を出力
・ひび割れ：毎月1か月の集計データを対象に分析を実施し、結果を5日以内に出力 
・IRI：毎月1か月の集計データを対象に分析を実施し、結果を5日以内に出力
・区画線摩耗：毎月1か月の集計データを対象に分析を実施し、結果を5日以内に出力

ポットホール ひび割れ率 IRI

ポットホールの
横幅寸法を表示

１．多様な検出項目

12P

検知・診断性能 (1/2)

区画線摩耗

診断区分 ひび割れ率 IRI

Ⅰ 健全 20%未満程度 3mm/m未満程度

Ⅱ 表層機能保持段階 20％以上程度 3mm/m以上程度

Ⅲ 修繕段階 ４０％以上程度 ８ｍｍ/m以上程度

評価区分 区画線摩耗度

Ⅰ ０～19%

Ⅱ 20～39%

Ⅲ 40%～99%

Ⅳ ※区画線が見つか

らない、または区画線
が引かれていない

100%
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2．高い検知・診断性能

①ポットホール検知

②ひび割れ率
Ⅱ以上検出率 Ⅱ以上的中率 Ⅲ検出率 Ⅲ的中率

90〜100％ 90〜100％ 80〜90％ 90〜100％

③IRI
Ⅱ以上検出率 Ⅱ以上的中率 Ⅲ検出率 Ⅲ的中率

90〜100％ 90〜100％ 90〜100％ 70〜80％

各性能については
国土交通省による
点検支援技術性能カタログ
（舗装・道路巡視）
に掲載
（令和7年4月、令和8年4月）

13P

検知・診断性能 (2/2)

④区画線摩耗度
ランク２以下検出率 ランク２以下的中率 ランク１検出率 ランク１的中率

90〜100％ 90〜100％ 90〜100％ 90〜100％

10cm〜20cm検出率 20cm以上検出率

90〜100% 90〜100%
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登録した情報を各種帳票のフォーマットで自動出力
「もう紙に手書きしなくていい」

パトロール日報 処理表

これら帳票フォーマットはカスタマイズ可能作業履歴

14P

日報等書類作成の支援機能（業務DX）

①担当者報告時間
②記録報告集計
等

12

大幅工数
カット
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車載器での中間処理により、高精度な異常検知を実現し、必要なデータのみをクラウドで集中処理す
るためクラウドの負担を低減できます。（クラウド費用を合理化）

/ ©  AISIN CORPORATION All Rights Reserved.

クラウド コンピューティ ング

みちログ2.0のエッ ジコンピューティ ング

June 18, 2024

エッ ジコンピューティ ング

クラウド

車載器 車載器 車載器

必要なデータのみを集中処理
（ クラウド費用を合理化）

クラウド

すべてのデータを集中処理
（ クラウド費用のアップ要因）

全てのデータ
（ 画像含む）

車載器

エッジ処理

車載器

エッジ処理

車載器

エッジ処理

中間処理
（ AI画像認識）

ポットホール、ひび割れ
候補を選別

高度なAI認識で処理（ポット
ホール位置、ひび割れ率判定）

2 . 0強化機能

OTAによるアプリアップデート可
OTAによるアプリアップデート可

１．エッジ・コンピューティング

クラウドコンピューティングのみの場合とエッジ・コンピューティングとの違い

15P

先進のAI技術 (1/2)
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６．システムレスポンスに関する性能保証の提案 

 

提案システムにおいては以下の性能・接続性を有するよう、システム構築を行う。 

対象 内容 

オンラインレスポンスタイム 作業効率を維持するため、弊社開発環境においてログイン後

初期画面が表示され、操作可能な状態になるまでの時間を 10

秒以内にすることを管理指標に起動時レスポンスが遅くなら

ないようシステム運用を行う。 

※データは取得したものから順次 UI に表示され、全データの

表示までの取得時間はこれ以上かかる場合がある。 

使用可能な増大率 「同時アクセス数増大率」、「オンラインリクエスト件数増大

率」について、同時利用予定人数５０人を想定したサイジング

を行う。 

 

 

７．自動検出機能の AI自動学習と定期アップデート 

 道路の施工方法、異常箇所の補修基準や対応優先度など、管理者により必要な異常地点の情報

は様々です。本システムにおいて運用する画像認識システムは AI を採用したシステムとなって

おり、業務中の入力情報をもとにＡＩが再学習を自動的に行い、使えば使うほど運用する自治体

にあわせて自動検出の認識精度が向上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー対話型の画像認識性能向上システム 

画像認識 AI 

検知画像送信 

管理者 
判断結果：OKorNG 

・作業事務所 

・パトロール 

正解画像 

アップロード 

本システムにおいて運用する画像認識システムはAIを採用しており、業務中の入力情報をもとにAIが
再学習を自動的に行います。
使えば使うほど自動検出の認識精度が向上します。
みちログは2019年以降、膨大なデータを蓄積・検出してきており、高次元に学習させてきた
実績があります。

車載器・カメラ装着車両走行
画像検知

2019年以降

約4億枚の
画像を収集し、

AIに活用
現在も
進化中！

２．クラウドでのビッグデータAI分析

先進のAI技術 (2/2)
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１．個人情報保護機能
個人情報を保護するため、車載カメラにて撮影した画像に映り
込んでいる人や車のナンバーに、自動的にモザイク処理を実施し
個人情報に該当しないように処理をしたうえで出力を行うことが
できます。(手動登録にて意図的に撮影したと思われる情報は除く)
上記判断機能には AI による自動判別を採用しています。

２．MDMサービス（Mobile Device Management)
みちログにて貸与する情報管理端末（スマホ）を一元的に監視・管理します。

主な制限 内容 主な制限 内容

①インストール制限 アプリケーションの無断インストールを制限 ⑥位置情報取得 紛失時に位置情報を特定

②ユーザー管理 6桁以上のパスコード設定（端末ログイン時） ⑦設定変更の制限 利用者による設定変更の禁止

③パスワードポリシー
設定

パスコードを連続10回以上ご入力した時点で
リモートロック

⑧外部記憶制御
スマートデバイスから外部記憶媒体への
データ書き出し禁止

④リモートワイプ 紛失時にデータの遠隔ロック・消去 ⑨その他 アンイストール制限、Bluetooth制限等

⑤ウイルス
（TrendMicro）

マルウェア対策

17P

みちログの魅力ある機能 (1/6)
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４． パトロール実績（走行軌跡）の表示機能 

 自動検出システム搭載車両が走行した走行軌跡を地図画面上に表示する機能。どの車両がどこ

の道路を走行したのか、まだ走行しておらず道路情報の取得ができていない道路がどこなのかを

容易に把握することができ、道路監視の網羅率を効率的に向上することが可能。走行軌跡はシス

テム上にて日付及び期間指定して出力することができるため例として 1カ月で走行した実績など

も表示することが可能である。 

 

 

走行軌跡表示画面例 

 

５． 住宅地図表示機能 

 住宅地図を含め、白地図、標準地図、国土地理院地図の中かから仕様用途に合わせて表示する

地図を切り替え可能。 

 住宅地図はゼンリンの住宅地図を採用しており、従来の紙の渋滞地図と同様の情報を画面表示

することが可能。 

 

住宅地図画面例 

３．パトロール実績（走行軌跡）の表示機能
みちログ搭載車両が走行した走行軌跡を地図画面上
に表示できます。
・どの車両がどこの道路を走行したのか
・道路情報の取得ができていない道路がどこなのか

を容易に把握することができ、道路監視の網羅率の
向上に役立てられます。

４．住宅地図表示機能（オプション）
住宅地図を含め、白地図、標準地図、国土地理院地図の
中から用途に合わせて表示する地図を切り替えること
ができます。

住宅地図はゼンリンの住宅地図を採用しており、
従来の紙地図と同様の情報を表示することができます。

18P

みちログの魅力ある機能(2/6)
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５．特定地点撮影機能(オプション）
事前に設定したポイントを通り過ぎる際に自動撮影します。
定期的な状況把握が必要な箇所の管理が行いやすくなります。

・大型車が出入りする、道路が傷みやすい箇所の確認

・道路わきの草のはみだし量の重点監視

・道路脇の草刈作業の検収確認

・空き家前の状況確認

・不法投棄・盛り土のリスク箇所の撮影

・独居宅の郵便ポスト確認

・観光地（景観地）周辺の確認

想定利用ケース

みちログの魅力ある機能(3/6)

2. 自動撮影

みちログ搭載車両

1. 撮影地点を登
録

3.撮影結果を
確認

自治体

17
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6．LINE等のSNS通知機能（オプション）
LINE等のSNSを活用することで、情報の共有が行いやすく
なります。

19P

市民

1. 通報

みちログの魅力ある機能(4/6)

※LINEを活用したポータルサイトを未導入の自治体様は
みちログでLINEを活用した市民通報通報システムを簡単に
導入可能です

※すでにLINEを活用したポータルサイトを導入している
自治体様は市民通報データを簡単にみちログに取り込んで
運用することができます

自治体 2. 通報内容を
確認

18
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みちログの魅力ある機能(5/6)

7．カスレや草木はみ出しによる白線の視認性障害診断・登録機能
撮影した画像を分析し、カスレや草木のはみ出しにより白線の視認性か悪゙くなっている場所を
地図上に出力します。

①カスレ ②草木のはみ出し
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（様式第 12号） 

 

創意工夫等に関する提案書 

 

本業務の実施にあたり、追加機能（例：わだち掘れ量、区画線の摩耗等）や創意工夫する点（例：個人

情報保護、情報セキュリティ対策等）など本業務の実施にあたり有益な提案について記載すること。 

 

 

  
① 追加機能 

本業務の実施にあたり下記の機能を提案する。 

１． 路面劣化の予測診断機能 

  過去 1年間の路面診断実績から 5年先の道路の劣化予測を行う機能。出力される予測情報を

基に舗装計画の立案が可能となる。 

（実績に基づく予測であり、天候、交通量、周辺道路環境に劣化状態は変化するため予測を参

考値として出力する。） 

 

２． ＧＩＳをはじめとした外部アプリケーションとの連携機能 

登録管理された、自動検出結果及び手動での登録情報について、ＧＩＳに連携可能な形式で

出力することが可能。出力形式は Shp ファイルに対応している。（運用している GIS に合わせ

て出力形式はカスタマイズが可能） 

登録された異常地点は座標情報とともに CSVファイルでの出力も可能であり、別途画像ファ

イルも紐づけた形で提供することもできる。 

 

３． 区間線の摩耗および草木による白線の視認性診断機能（トライアル機能） 

 撮影した画像を分析し、白線のカスレ、道路脇の草木のはみだしにより白線の視認性が悪くな

っている場所を地図上に出力する。 

 （本機能は現在開発中のため契約期間中に試験運用として機能を提供するものとする。） 

 

  

    白線カスレ位置の地図表示          現地の白線カスレ状況 
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情報保護、情報セキュリティ対策等）など本業務の実施にあたり有益な提案について記載すること。 

 

 

  
① 追加機能 

本業務の実施にあたり下記の機能を提案する。 

１． 路面劣化の予測診断機能 

  過去 1年間の路面診断実績から 5年先の道路の劣化予測を行う機能。出力される予測情報を

基に舗装計画の立案が可能となる。 

（実績に基づく予測であり、天候、交通量、周辺道路環境に劣化状態は変化するため予測を参

考値として出力する。） 

 

２． ＧＩＳをはじめとした外部アプリケーションとの連携機能 

登録管理された、自動検出結果及び手動での登録情報について、ＧＩＳに連携可能な形式で

出力することが可能。出力形式は Shp ファイルに対応している。（運用している GIS に合わせ

て出力形式はカスタマイズが可能） 

登録された異常地点は座標情報とともに CSVファイルでの出力も可能であり、別途画像ファ

イルも紐づけた形で提供することもできる。 

 

３． 区間線の摩耗および草木による白線の視認性診断機能（トライアル機能） 

 撮影した画像を分析し、白線のカスレ、道路脇の草木のはみだしにより白線の視認性が悪くな

っている場所を地図上に出力する。 

 （本機能は現在開発中のため契約期間中に試験運用として機能を提供するものとする。） 

 

  

    白線カスレ位置の地図表示          現地の白線カスレ状況 

 

 

開発中

地図による白線の視認性
障害箇所の表示

※白線のかすれに関しては、アップロードする画像枚数を 特別な設定により増やすことで、
より精度の高い判定が 可能です。ただし、通信量が増加するため、本機能は
オプション機能として提供しております
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みちログの魅力ある機能(6/6)

8．ひび割れ、IRI、白線かすれの情報をシェープファイルとしてダウンロード可能で
統合型地理情報システムに表示が可能

20
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今後実装予定の機能

轍ぼれ

わだち掘れ量をAIで判定
地図に表示

2．漏水リスク検知 ー磐田市をフィールドに価値検証中ー

衛星データで水道管の漏水リスクを診断するサービス
「宇宙水道局」と路面異常を検知する「みちログ」が連携！
群マネを見据えた環境インフラのDX化を目指し実証実験を
進めております。

診断区分 わだち掘れ量

Ⅰ（健全） 20mm未満

Ⅱ（表層機能保持段階） 20mm~40mm

Ⅲ（修繕段階） 40mm以上

１．路面性状診断機能（わだち掘れ量診断）
カメラ映像をもとにAIが道路のわだち掘れ量を診断し電子地図上に可視化します。

ひび割れ率・わだち掘れ量・IRIのMCI三要素を測定・算出できるようになることで、
みちログでMCI（舗装維持管理指数）の判定が可能になります

21



関係社外秘 PROTRECTED

狙い：
・ 市内道路マンホールの全数把握および電子データ化
・ マンホール蓋の新旧世代判定による交換対象マンホールの集約

２０２６年よりT市様で検証開始

２０２６年４月より「道路法施行規則」改訂

・占用物件の「安全性」に関する報告（義務化）
・「点検結果等」の維持管理状況に関する報告

→みちログの新たな取り組みとして
MMS※によるマンホール検知 を提案

3．道路占用物維持管理支援
走行経路上のマンホールをAIが自動で検知して地図上に
マッピングすることでマンホール管理業務を効率化します。

今後実装予定の機能

AIがマンホールを検知
電子地図上に可視化

※モービルマッピングシステム（MMS：Mobile Mapping System）とは、
自動車などにGPSやレーザースキャナー、カメラなどの各種計測機器を搭
載し、走行しながら周囲の空間や道路状況を高精度にデータ化するシステム

・2026年5月21日 10:32

・マンホール（旧世代）

背景 内容
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5．標識隠れ検知機能
植栽等の障害物で隠れてしまっている交通標識をAIで検知します。

4．建築限界検知機能
通行の安全を確保するために建築限界（車道：高さ4.5m）が定められており、
この範囲にはみ出した樹木（枝、葉、幹）をAIで検知します。

今後実装予定の機能

4.5
m

植栽等の障害物を３D
化

建築限界の有無を判定

地図上に可視化し
管理者へ通知

地図上に可視化し
管理者へ通知

植栽等による
標識の隠れをAIで検

知
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１．ご契約から導入までのステップ

・設置車両・台数の決定

・道路情報等、必要な情報を登録

・使用者情報（使用者氏名・メールアドレス等）

・ユーザーID毎に閲覧・操作権限を設定

・操作マニュアル及び運用ルールの作成

ご契約

稼働準備

設置作業
試験運用

・車載機器の設置・セットアップ

・試験運行

・操作説明会等の導入支援
（専用のサポート窓口での電話・書面対応）

本格運用

ご
契
約
か
ら
本
格
運
用
ま
で
約
３
か
月

21P

みちログの導入・セットアップ (1/２)
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２．設置・セットアップ

車載機器は当社にて設置・セットアップいたします。
ドライバーによる機器の操作など一切必要ありません。

22P

みちログの導入・セットアップ (2/2)

専属のエンジニアが搭載に伺います。 ※作業時間＝約2～３時間/台

カメ
ラ

メインユニット
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みちログ次世代ハードウェア

みちログサービスの道路異常検知性能向上のため
車両に搭載するメインユニットのリニューアルを予定しております。（～2027年3月）

みちログ次世代ハードウェアのご紹介

Size：150 ✕ 135 ✕ 77（mm）

次世代ユニット

Size：178 ✕ 145 ✕ 34（mm）

現行ユニット

AIの推論スピードが飛躍的に向上します
これまでエッジ（車両）→クラウドの二段構えで処理していた画像認識の処理をエッジのみで実現！
検知できる道路異常の対象を拡充していきます （例. 建築限界、標識隠れなど）

26
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道路網羅率

◆導入事例（K市様）
・道路パトロール車両：２台
・民間タクシー車両：３台
上記５台での運用により１０カ月で道路網羅率７０％を達成

「走るインフラ」を活用した網羅率向上モデル

・みちログでは、民間のタクシー会社と連携することで
タクシー車両によるデータ収集も可能です
・日常的に走行するタクシーの移動を活用することで
限られた車両台数でも高い網羅率を実現できます

民間タクシー活用のご紹介

走行経路
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１．業務推進体制

２．アイシンのオンライン&コールセンターによるサポート

みちログの推進・サポートにおいては三重トヨタ自動車とアイシンによる専門チームにて、
ご安心いただける体制で推進いたします。

導入後、契約期間中はサポート窓口とのオンライン
サポートページを解説し、Q&A、稼働状態のレポート等
について支援をいたします。
また、アイシンによるコールセンターも設け、

電話によるテクニカルサポートも実施いたします。

プロジェクト責任者 プロジェクトマネージャー

運用監視チーム(3) サービス開発リーダー(1)

アプリサーバー
開発チーム(2)

画像認識
開発チーム(3)

PF開発
チーム(2)

地図開発
チーム(2)

車両情報分析
チーム(4)

運用サポート
チーム(2)

品質管理
チーム(5)

契約管理
チーム(4)

営業チーム(3)

（）内の数字は人数

みちログのサポート体制

※2024年6月

自治体
道路

維持管理
部局様

（アイシンの体制）

（新規事業部3名）

販売代理店

サポート

納
入
・

サ
ポ
ー
ト
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三重トヨタ自動車のみちログ提案・導入状況（’26年6月現在）

半径100km

県 導入 実証中
実証
終了

提案
実施

計

三重 2 0 8 19 29

岐阜 0 0 1 1 2

愛知 0 2 0 2 4

滋賀 0 1 0 4 5

奈良 0 0 0 1 1

和歌山 0 0 0 1 1

計 2 3 9 28 42

’26年7月に本格運用（随意契約）

’26年4月に本格運用（随意契約）
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モニター評価事例
東員町（ゴミ収集車×2台、公用車×1台）

明和町（デマンド交通×2台、公用車×1台）

伊賀市（公用車×2台）

川越町（公用車×1台） 松阪市（公用車×1台）

四日市市（公用車×2台）
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道路維持管理DX「みちログ」プロモーション動画
https://youtu.be/Vdxt0mN5du4

「みちログ」の特徴と操作方法イメージ、
道路維持管理業務への貢献
https://youtu.be/sCiLGVr-S_I

チョイソコ クルマとミライ 送迎だけじゃない！？
一石二鳥の新システム（テレビ愛知）
https://youtu.be/MPOPgFtomV8

【250819】全国初！人工衛星やＡＩを活用し
水道と道路を一体管理する実証実験
静岡・磐田市（静岡朝日テレビ）
https://youtu.be/9oqYvRWvyV4

【251001】LBS（ローカルビジネスサテライト）
https://youtu.be/t2YA8DMxuK4

みちログ関連動画のご紹介（ YouTube限定公開）
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Q1.みちログとはどのようなサービスですか？

A1.みちログは、車両で収集した走行データや車載カメラで撮影した画像をもとに、ポットホールやひび割れなどの道路の異常
を検知し、道路補修の計画支援・対策実施に繋げる、AIを活用した道路維持管理のトータルサービスです。

Q2.みちログは他社の同様サービスと比べて何が優れていますか？

A2.みちログの優れた点は、AI技術を活用した、多様な検知項目と高精度の異常検知と、エッジコンピューティングによるリア
ルタイムデータ処理能力です。これにより、道路の劣化や損傷を迅速に検知し、維持管理業務の効率化を図ることができます。
また、インターフェイスにも優れており、地図上で異常箇所を視覚的に把握できる機能も備えています。そして、専用車載機器
を設置し、熱環境にも強く、メンテナンスフリー、高セキュリティであるため、道路パトロール車両以外の様々な公用車やタク
シー等の民間車両に設置することも可能です。

Q3.みちログはどのような機器を用いますか？
     スマホやドライブレコーダーでも可能ですか？

A3.専用の車載器とカメラを用います。設置は当社にて行います。
     スマホやドライブレコーダーは用いることができません。

Q4.みちログの導入検討にあたり、一定期間試すことはできますか？

A4. 3ヶ月間であれば無料にてお試しいただけます。試験導入に関する詳細な情報はみちログ担当者へお問い合わせください。

Q5.みちログのデータはどのように保護されていますか？

A5．みちログでは、皆様のデータを安全に保護するために、複数のセキュリティ対策を講じています。まず、データは日本国
内のISMAPに準拠した高セキュリティデータセンターで管理されており、システムへのアクセスは厳重に管理された事務室での
み可能です。通信中のデータや保管されているデータはすべて暗号化され、外部からの不正アクセスや攻撃を防止するための
ファイアウォールやウィルス対策も行っています。また、定期的なバックアップや脆弱性診断を実施し、万が一の障害発生時に
も迅速にデータの復元が可能です。これにより、安心してサービスをご利用いただけるよう努めています。詳しくはみちログ担
当者へお問い合わせください。

FAQ よくあるご質問
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Q６.自治体内ですでに帳票類のデジタル化が進んでいる場合、みちログは導入可能でしょうか？

A６.はい、すでにご使用されているデジタル帳票等を拝見させていただき、みちログをカスタマイズすることで対応可能です。
カスタマイズには別途費用がかかりますので、みちログ担当者にご相談ください。

Q７.みちログは路面性状調査(MCI)の計測機器として認証を受けていますか？

A7.いいえ、みちログはMCI用機器の認証を取得しておりません。しかしみちログは、舗装簡易点検機能を要しており、IRI、
ひび割れ率を計測することができます。生活道向けの舗装点検にみちログが使われるケースがあります。
みちログ導入のメリットは、日常の道路維持管理業務のDX化により、業務効率を向上する事にあります。

Q8.みちログについて詳しく知りたい場合、どこに問い合わせすれば
よいですか？

A8.以下がみちログ担当窓口になります。お気軽にお問い合わせください。

【みちログ取扱代理店】
三重トヨタ自動車株式会社 新規事業部
（担当：野々山、柴山）
〒514-0821 三重県津市垂水99番地の1
TEL：059-223-2582

  E-mail：s.nonoyama@mie-toyota.co.jp （野々山）, y.shibayama@mie-toyota.co.jp （柴山）
携帯電話 080-6927-6534（野々山） 080-5811-8915（柴山）
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